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〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
会
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」・
・
・
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
役
所
３
階
議
会
傍
聴
席
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
次
回
の
定
例
会
の
日
程
は
最
終
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。〉

一般質問一般質問

　
　

深
谷
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

お
け
る
ご
み
排
出
抑
制
と
再
資
源
化
の
目
標

値
に
対
す
る
市
の
現
状
は
。

　
　

減
量
化
に
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

広
報
等
で
の
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
28

年
度
に
お
け
る
目
標
に
つ
い
て
、
市
民
一
人

当
た
り
の
排
出
量
は
お
お
む
ね
達
成
、
資
源

化
率
は
達
成
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

目
標
を
達
成
し
て
い
る
と
し
て
い
る
排

出
量
で
あ
る
が
、
埼
玉
県
下
で
は
熊
谷
市
に

続
く
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
状
況
に
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
み
る
の
か
。

　
　

野
菜
の
産
地
で
あ
る
こ
と
や
草
、
剪
定

枝
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
小
型
家
電
の
回
収
が
試
験
実
施

で
あ
る
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

排
出
量
を
さ
ら
に
削
減
す
る
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

排
出
抑
制
に
は
資
源
化
率
向
上
が
必
須

で
あ
り
、
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
本
格

実
施
や
雑
紙
等
の
分
別
の
徹
底
に
よ
り
数
値

が
上
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

廃
棄
物
の
減
量
化
の
方
策
と
し
て
、
廃

プ
ラ
を
資
源
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と

基
本
計
画
策
定
時
に
す
で
に
記
載
し
て
い
る
。

分
別
品
目
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
。

　
　

廃
プ
ラ
の
資
源
化
の
課
題
と
し
て
、
①

分
別
の
市
民
負
担
が
生
じ
る
こ
と
②
分
別
収

集
・
処
理
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
等
あ
る
が
、

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
分
別
品
目
を

増
や
す
に
は
、
収
集
体
系
の
再
編
成
や
大
里

広
域
で
の
協
議
等
必
要
で
あ
る
が
、
平
成
27

年
度
に
収
集
の
委
託
契
約
が
終
了
す
る
こ
と

も
あ
り
、
同
時
期
を
め
ざ
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問答問答問答問

答

Ｑ
Ａ

ご
み
削
減
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は

資
源
物
の
分
別
回
収
の
徹
底
等
力
を
い
れ
る

五ご

間ま

く
み
子こ

Ｑ
　
　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
手
段
で
目
的
は
観
光

と
農
業
振
興
だ
と
い
う
こ
と
な
ら
具
体
策
を

先
に
示
す
べ
き
で
は
。

　
　

農
振
除
外
等
の
事
前
協
議
段
階
で
あ
り

農
業
や
観
光
等
の
振
興
施
策
の
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
目
的
が
農
業
振
興
な

ら
ば
、
今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
産
業
拠
点
推

進
事
業
の
１
億
１
９
０
０
万
円
は
農
家
の
不

公
平
感
を
考
え
る
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
対

す
る
救
済
策
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
農
家
の

た
め
に
使
う
べ
き
で
は
。

　
　

復
興
と
振
興
は
比
較
す
べ
き
で
は
な
く

優
先
順
位
や
優
劣
は
つ
け
ら
れ
な
い
。
深
谷

市
の
将
来
の
た
め
に
必
要
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

計
画
を
具
体
的
に
示
す
た
め
に
必
要
な
予
算

計
上
で
あ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
産
業
基

盤
で
こ
れ
が
な
い
と
失
業
し
た
の
と
同
じ
で

あ
る
。
深
谷
市
と
し
て
は
全
力
で
大
雪
被
害

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
温
室
事
業
の
権

利
の
放
棄
は
連
帯
保
証
を
取
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
そ
の
失
敗
を
教

訓
と
し
て
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
計
画
を
立
て
る

べ
き
で
、
将
来
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
転
貸

借
で
は
な
く
、
民
間
ゾ
ー
ン
も
市
の
買
い
取

り
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

土
地
を
買
い
取
り
に
し
た
場
合
の
初
期

投
資
金
額
や
地
権
者
の
同
意
の
可
能
性
を
勘

案
し
賃
貸
借
方
式
で
進
め
よ
う
と
考
え
て
い

る
。

　
　

た
だ
経
過
報
告
を
受
け
る
だ
け
で
な
く

議
員
も
協
議
に
参
加
で
き
れ
ば
と
思
う
が
。

　
　

富
山
県
の
小
矢
部
市
で
は
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
話
だ
。

問答問答問

答問答

Ａ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
ど
う
農
業
振
興
に
結
び
付
け
る
の
か

年
間
６
５
０
万
人
の
集
客
力
を
活
用
す
る

村む
ら

川か
わ　

徳の
り

浩ひ
ろ

　
　

大
雪
に
よ
る
公
民
館
利
用
者
へ
の
対
応
。

　
　

12
館
中
、
15
日
朝
か
ら
休
館
７
館
、
夜

休
館
３
館
。
16
日
朝
か
ら
休
館
６
館
、
夜
休

館
２
館
。
各
公
民
館
長
の
判
断
に
よ
る
。
除

雪
作
業
及
び
利
用
振
替
、
キ
ャ
ン
セ
ル
返
金

等
、
職
員
と
シ
ル
バ
ー
人
材
で
対
応
。

　
　

自
治
会
へ
の
対
応
は
。

　
　

除
雪
協
力
、
被
害
状
況
把
握
依
頼
は
し

て
い
な
い
。
各
自
治
会
全
体
調
査
は
し
て
い

な
い
。
り
災
証
明
発
行（
窓
口
は
資
産
税
課
）

は
全
壊
28
件
、
半
壊
80
件
、
車
庫
94
件
。

　
　

交
通
機
関
利
用
者
の
状
況
は
。

　
　

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
運
休
で
の
帰
宅
困
難
者
対

応
は
11
名
、
深
谷
駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
岡
部

総
合
支
所
に
て
受
け
入
れ
た
。

原
発
に
か
わ
る
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　
　

国
は
原
発
を
重
要
電
源
、
自
治
体
は
太

陽
光
等
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伸
ば
す
姿
勢
、

深
谷
市
の
現
状
と
今
後
は
。

　
　

平
成
25
年
12
月
末
で
12
施
設
・
１
１
２

キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
平
成
26
年
10
月
１
日
発
電
開

始
予
定
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
太
陽
光
、

年
間
発
電
量
約
１
６
９
万
８
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー
。
20
年
間
発
電
設
備
設
置
（
約

３
０
０
世
帯
分
電
力
使
用
量
）
市
民
補
助
は

住
宅
１
０
６
６
件
、
年
間
発
電
量
５
１
５
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
。
平
成
26
年
度
、
太
陽

光
発
電
補
助
は
３
０
０
世
帯
。

　
　

循
環
型
農
業
推
進
事
業
、
８
軒
分
約

２
億
円
の
予
算
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
考
え

は
。

　
　

食
品
残
さ
、
生
ご
み
、
家
畜
ふ
ん
尿
等

の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
活
用
は
、
諸
条
件
及
び

実
現
性
が
高
ま
っ
た
際
、
導
入
を
検
討
す
る
。

　
　

広
域
ご
み
焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
。

　
　

２
市
１
町
広
域
で
１
日
５
３
０
ト
ン
焼

却
。
平
成
31
年
度
ま
で
発
電
施
設
計
画
な
い
。

問答問答問答問答

問答問答

Ｑ
Ａ

大
雪
、
農
畜
産
被
害
に
か
く
れ
た
、
そ
の
他
被
害
を
問
う

全
体
の
調
査
は
し
て
い
な
い
（
り
災
証
明
提
出
範
囲
）

加か

藤と
う　

温あ
つ

子こ消防本部　太陽光パネル付屋根

　
　

大
雪
に
よ
る
農
業
被
害
は
甚
大
か
つ
深

刻
で
あ
る
。
離
農
や
意
欲
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。
被
害
農
業
者
へ
の
国
・
県
の
支
援
策

も
示
さ
れ
、
倒
壊
ハ
ウ
ス
の
撤
去
は
国
・
県
・

市
の
助
成
で
農
家
負
担
は
無
く
な
り
再
築
は

国
・
県
・
市
の
助
成
合
わ
せ
て
90
％
の
助
成

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
農
作
業
所
や
生
産
資

材
倉
庫
等
の
倒
壊
は
被
害
額
が
高
額
で
あ
っ

て
も
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
助
成
措
置
か
ら
の
除

外
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
は
ハ
ウ

ス
内
の
作
物
や
露
地
野
菜
と
花
き
類
、
種
苗

等
の
被
害
額
は
約
50
億
円
に
達
す
る
と
推
定

し
て
い
る
。
県
の
支
援
制
度
を
適
用
し
、
次

期
作
の
種
苗
類
の
購
入
費
等
の
助
成
は
行
う

が
、
作
物
等
補
償
の
途
は
な
い
。
こ
う
し
た

制
度
か
ら
外
れ
た
被
害
損
失
に
つ
い
て
は
市

独
自
の
支
援
制
度
を
創
設
し
最
大
限
の
措
置

が
必
要
で
あ
る
。

　
　

国
の
支
援
策
や
県
の
農
業
災
害
対
策
特

別
措
置
条
例
の
適
用
が
決
ま
っ
た
。
今
の
と

こ
ろ
細
部
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
市
も
財

政
的
に
相
当
な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
制
度
で
適
用
さ
れ
な
い
も
の
や
、
作
物
の

減
収
補
償
等
に
つ
い
て
、
市
単
独
助
成
等
を

行
う
考
え
は
な
い
。

協
働
の
事
業
に
つ
い
て

　
　

事
業
の
現
状
及
び
推
進
上
の
課
題
は
何

か
、
市
民
を
は
じ
め
広
範
に
協
働
事
業
と
し

て
の
参
画
を
要
請
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
や
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
等
が
あ
る
。
市
民
へ
の
十
分
な

啓
発
、
体
系
的
な
牽
引
や
把
握
な
ど
の
調
整

機
能
が
弱
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
協
働
推

進
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
活
動

を
拡
大
し
一
層
の
推
進
を
図
る
。

問答

問答

Ｑ
Ａ

大
雪
被
害
農
家
救
済
に
市
の
単
独
支
援
が
必
要
で
あ
る

国
・
県
の
支
援
制
度
を
適
用
す
る
今
そ
の
考
え
は
な
い

田た

島じ
ま　

信の
ぶ

吉よ
し


